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　千葉医学第94巻 5号を会員の皆様にお届け致し
ます。本号は，症例 1編，例会報告が 2報，研究
報告書 5編，CMJのOriginal Article 1編とCase 
Report 1編という構成になっています。
　症例報告は，齋藤徹らによるvon Recklinghausen
病に合併した小腸多発gastrointestinal stromal 
tumor （GIST）の報告です。von Recklinghausen
病合併のGISTは，一般的なGISTとは病態が異な
るとされており，興味深い症例報告となっています。
　歯科口腔外科例会の45題では，症例報告から最
先端の分子生物学を駆使した研究成果まで幅広く
発表がなされており，歯科口腔外科のアクティビ
ティの高さを伺い知ることができます。千葉精神
科集談会の23題では，幅広い症例報告および最先
端の研究成果が発表されており，興味深い会で
あったことが伺い知れます。
　研究報告書では，猪之鼻奨学会研究補助金の報
告書（医学系 2編，薬学系 3編）を紹介しており
ます。「新規CGMを用いたセルフモニタリングを
基盤とする新たな糖尿病治療法の有効性の検討」，
「診断推論カンファレンス活性化に向けたリアク
ション可視化ツールの開発と評価」，「脳・中枢神
経系への非侵襲的な薬物デリバリー法の開発を指
向した経鼻投与後の脳内薬物・バイオ医薬動態解
析」，「薬物溶解性を顕著に改善する非晶質ナノ懸
濁液製剤の開発」，「炎症性疾患の治療を目指した
mRNA送達システムの開発」の 5編です。猪之
鼻奨学会では，法人化後は千葉県下に広く研究費
助成を行なっており，その成果と奨学会の医薬学
への貢献を知って頂ければ幸いです。
　CMJのOriginal Articleは，石井大典らによ
る，恐怖の記憶の存続についての興味ある論文
です。老化と共に記憶力が衰えるという事実は
誰もが認めるところです。Alzheimer病のよう
に記憶する能力に支障を来すのも問題ですが，
posttraumatic stress disorder （PTSD）のように，
過度の恐怖の記憶を消去したくても，消去するの
が難しい場合もあります。Alzheimer病の患者で
あっても，過度の恐怖の記憶を消すことは困難で
あることが分かっています。果たして，過度の恐
怖の記憶は生涯残ってしまうものなのか，あるい
は消すことが可能なのでしょうか? 石井らは，こ
の疑問に対して，マウスでの実験の結果から，過
度の恐怖記憶であっても，いずれ消える可能性が
あるという結果を得て報告しています。この知見
は記憶格納のメカニズムを明らかにする手がかり
になる可能性があると著者らは考えています。
　清水直樹らによるCMJのCase Reportでは，救
急搬送された糖尿病性ケトアチドーシスの非侵襲
的評価を，NIRS（Near Infrared Spectroscopy; 
NIRS）を用いて行った詳細なデータを報告して
います。NIRSの新たな応用が期待される報告と
なっています。
　本号も充実した内容で千葉医学をお送りできま
したことを編集委員の一人として嬉しく思いま
す。本誌の発展のためにも，忌憚のないご意見と
ご貢献を宜しくお願い申しあげます。
 （編集委員　白澤　浩）
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